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＜連絡事項＞

・電子カルテについて

　＊退院支援委員会会議録は2月分から電子カルテ上の文書キャビネットから作成し、印刷、捺印ごPDFで保存することとなります。文書キャビネットは毎月上書き保存で大丈夫です。

　＊外出泊中の入浴については、フローシートの入浴欄へは記入せず、帰院時の記録に残し連携のフローシートへチェックを入れるようにしてください。

　＊処置や検査などのオーダー実施後は実施の処理を必ずするようにしてください。

　＊口腔衛生評価や転倒転落評価などの中間評価は電子カルテ上で行う事となります。

　＊電子カルテ移行後のカルテチェックも各受持ちで行うようにしてください。

・服薬自己管理の導入が検討されている患者様については積極的にすすめて下さい。

＜患者様連絡事項＞
・山下　拓也様～北病棟への移動について主治医より許可となったため、今週中に移動をすすめていきます。小遣いなどの調整も合わせてすすめてください。

・小向　武雄様～朝食時牛乳を残しており、本人からヨーグルトへの変更希望が聞かれている為、明日の診察時に指示を貰ってください。

・浅坂　政美様～明日の分から服薬自己管理を1週間分としていきます。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～活動は拒否なく参加しストレッチ体操をおこなっていますがトイレのため入退室が多いです。妄想発言は聞かれていません。引き続き運動等促していきましょう。

・松川　順子様～午前は作業療法へ参加しています。調子についてはだいぶ良いと話しています。寝つきの悪さ訴えている為薬剤調整検討中との事です。
・下川戸　長司様～午前は活動へ参加しストレッチ体操を行っています。調子については良いと話しています。右手背の疼痛訴えており湿布貼付していますが疼痛は軽減してきているとの事です。

・夏坂　浩美様～午前は作業療法へ参加し、幻聴の訴えもなく最後まで取り組むこと出来ています。衣類の臭さや頭髪にふけが見られている為入浴時の保清がきちんと出来ているか確認していきましょう。

・中居　松男様～午前は作業療法の促しにも拒否しホールで過ごしていますがニヤツキや流涎見られています。食事摂取量もムラがあり、昼食後には踊っている事もあります。精神状態の変化や他者トラブルに注意していきましょう。

＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・宮崎　由美子様～入院してから冷静に自分を見つめることが出来ていると穏やかに話しています。就床前薬服用後に眩暈や怠さがあると訴えあり、臨時薬はコントミンがリボトリールに変更となり7日分処方となっています。また、膝の疼痛があり整形外科受診のため外泊希望聞かれている為、日程について本人へ確認していくこととしています。
・若松　澄子様～左膝の疼痛訴えあり、ハップスター1P処方となっています。

・泉川　ケイ子様～痺れや腰痛の訴えはありますが、妄想発言は聞かれていません。生理が来ていないためホルモンバランスなどを調べてほしいとの希望あり、次回の定期採血に組み込んでいく予定となっています。

・倉橋　生子様～青風荘への外泊訓練についてはインフルエンザが落ち着いてからになる事説明受けると了承しています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・吉島　知寿子様～冷却シートに文字を書き額に貼付した状態で診察を受けています。同室者から言われたことを携帯電話に録音していると不満気に話しています。左目に激痛があったがAZ点眼液を使用したら軽減したとの事で経過観察となっています。
・高橋　義明様～北病棟への移動を希望しています。早朝覚醒や日中の眠気が強い事情報提供しています。幻聴については将来の事について聞こえていて希望が持てると話しています。臨時薬はチミペロンが追加となり7日分処方となっています。

・石井　幸子様～「いつまで入院させておくつもりですか、私はもう退院したいんです」など無表情で帰宅要求聞かれています。退院後の生活についてはデイケアを利用し単身生活を目指す事となっています。臨時薬はオランザピンが追加となり7日分処方となっています。

・成田　賀枝様～入室時より演技的で身体不調を訴えています。訴えを繰り返し退室しようとしないため介入要しています。診察後より不機嫌な様子みられ拒薬あります。

・高田　マキ様～内服薬について、眠気があるから減らしてほしいと言ったり子供に影響のない薬にしてほしいと妄想発言聞かれたりしています。入眠困難の訴えもあり、ゾルピデムが7日分臨時処方となっています。今後については本人青山荘への入所を希望していますが断られた経緯がある為外出泊を行いご家族の許可が下りれば自宅退院をすすめていくこととなります。
・杉澤　恵子様～右肩の疼痛訴えありハップスター1P処方、臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・成田　富士子様～「体調不良があっても血糖測定をしないでくださいと言われた」「担当スタッフを変えてほしい」など不満そうに話しています。診察時は不調の訴えはありません。北病棟への移動は主治医より許可となっています。
＜皮膚科診察情報＞

・下川戸　長司様～頸部から前胸部にかけて発赤あり、細血管拡張による発赤との診断でロコイド軟膏塗布の指示となっています。

・浅坂　政美様～両下肢の発赤再燃あり、デルモゾールDP軟膏塗布とタベジール内服の指示となっています。

・長谷川　陽一様～四肢に掻痕散在しており、慢性湿疹の診断でデルモゾールDP軟膏塗布とタベジール内服の指示となっています。

・佐々木　睦子様～軟膏塗布が長い事を土井Drが気にかけています。皮膚の弱い方でもある為、保湿の為クリームを売店で購入し対応していきます。
